
第1号議案

平成28年（第1 2期）事業報告書

特定非営利活動法人こども医療ネットワ ー ク

1. 事業の成果

平成28年（第12期） はサポート事業として継続して35名の登録患者に通院交通費支

援金を支給した。鹿児島市の医療機関へ受診する場合に利用してもらうことを目指した鹿

児島ファミリ ーハウスも離島・ヘき地の利用者ばかりでなく、九州全域からの患者家族に

も利用してもらい、 合計513泊の利用者があった。 12期末までに合計500人が利用の登

録をしており、平成28年の新規登録者数は77名と例年より多く、宿泊数は例年より増加

していた。

小児がん経験者のサポートを主目的にしたNPO法人にこスマ九朴1（福岡市）のチャリテ

ィー カレンダーを購入し、難病の患児・家族に配布した。同法人の活動にも寄付を実施し、

イベント参加者への旅費支援も周知しているが、日程的に合わないことも多く、今期も旅

費支援申諮者はいなかった。

小児医療全般の普及啓発と個別医療相談に応じるための健康相談会は、 平成28年は2

月3日に奄美市で、 7月2日に徳之島町で開催した。 奄美市のAiAiひろばで、 メディア

との関わりというテ ーマで講演会と相談会を実施した。 悪天候の中、 成人10名、 子ども

3名の参加があり、 講演会に続いて具体的な相談に対応した。徳之島町では2名の会員と

1人の研修医（ボランティア）が徳之島3町の患者・家族を対象に相談会を企画したが、

アレルギー、 発達、 心臓疾患等について14家族15人が相談を受けた。

南日本新聞に隔週で掲載している医療情報コラム「あんしん救急箱」は会員の協力でテ
ーマをかえながら継続している。 「こども救急箱」としてこれまでに発刊した冊子は、 患

者・家族、 小児医療機関など多方面に贈呈し、 小児医療の啓発を行った。

年間を通じてホ ームペー ジによる広報活動を続け、新聞や雑誌の取材もあって寄付者は

少しずつ幅が広くなっている。 第12期の寄付総額はI, 1 04,806円になった。 基本的な方

針を「継続的にできることを行う」としているので、少額の寄付者の拡大を目指している。





第2号鏃案 第1 2期活動計算害
平成28年1月1日から平成2 8年1 2月3 1日まで

特定非営利活動法人こども医療ネットワ ー ク
科目 を額（単位：円

I経宮収益
1．受取会費

正会員受取会費 288,000 
賛助会員（個人）受取会費 600,000 
贅助会員（団体）受取会費 1. 440,000 2,328,000 

2 ．受取寄附金
受取寄附金 1 104,806 1,104,806 

3事業収益
患者の生活や治療のサポー ト事業 453,000 
各種相談事業 ゜

研修事業 ゜

福祉活動の啓発に係る事業 138,000 591,000 
4 ． その他収益

受取利息 84 84 
経常収益計 4,023,890 

II経常費用
1 ． 事業費

(1) 人件費
給料手当 225,600 
法定福利費 700 
人件我計 226,300 

(2) その他経費
外注費 634,380 
旅野交通費 419,460 
通信費 80,230 
寄付金 50,000 
地代家貨 378,000 
保険料 19,260 
水道光熱費 302,244 
消耗品費 31,968 
支払手数料 38,690 
支援金 1,750,000 
その他経費計 3 704,232 

事業費計 3,930,532 
2．管理費

(1)人件費
給料手当 526,339 
法定福利費 1 583 
人件費計 ， 527 922 

(2) その他経費
通信費 53,979 
地代家賃 7,344 
保険料 2,400 
租税公課 11,200 
支払手数料 9,662 
慶弔費 6,264 
その他経費計 90,849 

管理費計 618. 771
経常費用計 4 549,303 

当期経常増減額 △525,413
I11経常外収益

゜

経常外収益計 ゜ ゜

IV経常外費用
゜

経常外費用計 ゜ ゜

当期正味財産増減額 △525,413
前期繰越正味財産額 2 869,846
次期繰越正味財産額 2 344,433 

， ＿  

※ 今年度はその他の事業を実施していません。




